
令和 ２年 ５月 ２５日 

資料提供先：倉吉記者クラブ 

「天神川水害タイムライン」の完成報告を行います。 
～「天神川水害タイムライン」を出水期（6/10～）から運用開始します～ 

国土交通省では「水防災意識社会再構築ビジョン」として減災に向けた取組を進めてい 

ます。 

その取組の１つとして、国土交通省が管理する天神川の区間において水災害発生前に防災 

関係の多機関が連携しながら、迅速かつ効果的に防災行動をとることを目的としたタイムラ 

イン（防災行動計画）の検討を昨年から進めていましたが、この度「天神川水害タイムライ 

ン」が完成し、下記のとおり倉吉河川国道事務所長から流域の市町へ完成報告を行いますの 

でお知らせします。 

                   記 

  １．実施日時 ①倉吉市  日 時：令和２年５月２７日 １０：００～ 

場 所：倉吉市役所 市長室（倉吉市葵町 722） 

               出席者：倉吉市長、倉吉河川国道事務所長 

②湯梨浜町 日 時：令和２年５月２７日 １１：３０～ 

場 所：湯梨浜町役場 町長室 （湯梨浜町大字久留 19-1） 

出席者：湯梨浜町長、倉吉河川国道事務所長 

③三朝町  日 時：令和２年５月２７日 １３：３０～ 

場 所：三朝町役場 町長室（三朝町大字大瀬 999-2） 

               出席者：三朝町長、倉吉河川国道事務所長 

④北栄町  日 時：令和２年５月２７日 １５：１５～ 

場 所：北栄町役場 町長室 （北栄町由良宿 423-1） 

出席者：北栄町長、倉吉河川国道事務所長 

  ２．報告内容 天神川水害タイムラインの検討経緯及び策定内容 

※報告の内容及び天神川水害タイムラインの概要は別紙を参照ください。 

※取材に来られる方は、別途集合場所をお伝えしますので、下記問合せ先へご連絡ください。 

【問い合わせ先】 

  国土交通省中国地方整備局 

    倉吉河川国道事務所   ＴＥＬ（0858）26-6221（代表） 

          副所長（河川） 丸下 淳一 （まるした じゅんいち） 

 【担当】     河川管理課長  小島 亨  （こじま とおる） 

【広報担当窓口】 調査設計課長  波戸 秀浩 （はと ひでひろ） 

倉吉河川国道事務所ホームページアドレス：http://www.cgr.mlit.go.jp/kurayoshi/ 

お知らせ



天神川水害タイムライン検討会の背景・目的
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【経緯】平成28年6月より、市町村 による避難勧告等の発令に着目した「避難勧告着目型タイムライン」
を作成し、これまで運用してきているところ、今回新たに河川の特徴に応じた多様な防災行動を図る目的で、
これまでの行政機関に加え、ライフライン機関、鉄道会社、バス会社、報道機関等を含む構成員が、連携し
ながら、迅速かつ効果的に防災行動をとることを目的とした「多機関連携型タイムライン（防災行動計
画）」を作成することとなった。

天神川水害タイムライン検討会メンバー（21の構成機関が参加）

防災部局※

※建設、水道、福祉、教育部局へは代表の防災部局より情
報共有

天神川水害タイムライン
検討会

陸上自衛隊
第8普通科連隊

鳥取県警察本部、倉吉警
察署

  本旅客鉄道（株）

日本交通（株）、日ノ丸自動車（株）
中国電力（株）、
  本電信電話（株）

日本放送協会鳥取放送局、日本海ﾃﾚﾋﾞｼﾞｮﾝ放送(株)、 (株)山陰放送、
山陰中央ﾃﾚﾋﾞｼﾞｮﾝ放送(株) 、日本海ｹｰﾌﾞﾙﾈｯﾄﾜｰｸ(株) 、鳥取中央有線
放送(株)

中国地方整備局 倉吉河川国道事務所

鳥取地方気象台

鳥取中部ふるさと
広域連合消防局

国土交通省

報道機関

バス会社
ライフライン機関

自衛隊

鳥取県

警察

鉄道会社

気象庁

消防

倉吉市、三朝町、湯梨浜町、北栄町
鳥取大学 三輪浩教授

座 

タイムライン発足式の様子（R１.8.7） タイムライン検討会の様子（R１.10.8）

別 紙



多機関連携型タイムラインでは、災害の発生を前提に、住 の命を守る、さらに経済被害を最小化するこ
とを目的に、多くの関係機関が連携し、災害に対するそれぞれの役割や対応行動を定めたものである。
天神川では、８月７日に開催した「千代川水害タイムライン検討会・天神川水害タイムライン検討会
合同発足式」を皮切りに、検討を進めた（検討会は全３回）。
タイムライン策定後は、実際の出水での運用や訓練等により検証・改善を実施する。

天神川水害タイムラインの検討

令和元年
8月7日

令和元年
10月8日

令和元年
11月26日

令和2年
3月

（書面）

令和2年
5月 完成

発足式
（千代川水害タイムラインと合同で実施）

第1回検討会
□天神川水害タイムラインの概要
□天神川の水害特性について
□災害時の行動、困っていること等の意見交換

第２回検討会
□関係機関の行動や情報の流れの見える化

第３回検討会
□タイムラインの成果・運用方法の確認
□タイムラインの運用の流れを確認（読み合わせ）

天神川水害タイムライン検討スケジュール

実際の出水での運用や訓練等により検証・改善を実施

1

◎：主体的な行動、情報の発信
○：行動の支援・協働、情報収集、伝達

・避難判断水位超過・中小河川の氾濫による浸水発生のおそれ・暴風域内(風速20m/s以上)・台風情報・気象情報・大雨(浸水害・土砂災害)警報・洪水警報・暴風警報・洪水予報（氾濫警戒情報）・水防警報（指示）

天神川水害タイムライン（令和元年度版）【詳細版】 〔タイムラインレベル3〕
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防災行動項目 実施状況チェック欄 役割

第1階層 No. 第2階層

チ

ェ
ッ
ク

325 □ タイムラインのレベル移行の検討 ◎ ◎ ◎

326 □ タイムラインのレベル移行の周知 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

327 □ 災害警戒本部の設置検討・準備 ◎ ◎ ◎

328 □ 職員の参集 ◎ ◎ ◎

329 □ 災害警戒本部の設置 ◎ ◎ ◎

330 災害対策に関する会議の開催 □ 会議資料の作成 ◎ ◎

331 □ 本部設置検討・準備 ◎ ○ ○ ○

332 □ 本部設置 ◎ ○ ○ ○

333 □ 本部設置を周知 ○ - ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

334 □ マスコミからの問合せ窓口設置 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

335 □ 本部設置検討・準備 ◎ ◎ ◎

336 □ 本部設置 ◎ ◎ ◎

337 □ リエゾン受入れ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

338 □ リエゾン派遣 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎

339 防災エキスパート等の要請 □ 防災エキスパート等の要請 ◎

340 建設業協会、測量設計業協会への出動要請 □ 各協会への連絡 ◎

タイムラインの運用 タイムラインの立ち上げ・レベル移行

①組織体制 警戒本部の設置

災害対策本部の設置【自治体】
※もしくは警戒本部等

災害対策本部の設置【自治体以外の機関】

※もしくは警戒本部、災害対策連絡室等

リエゾン体制の確認

多機関連携型タイムラインのイメージ

「いつ」
• 防災行動を行うタイミング (TLレベル毎
に発表情報や状況を整理)

「誰が」
• 担当機関の防災行動の役割を表示
◎：主体的に行動する機関
○：支援または協働する機関

「何をするか」
• 行動は、階層別に記載
• 既存の防災計画等と整合性を
踏まえて防災行動を整理 （今後の予定）



天神川水害タイムライン

天神川水害タイムライン検討会では、災害時にいつ、どの機関が、何をするのかという行動を整理したタイ
ムラインをとりまとめ、その成果を①詳細版、②総括版、③概要版の３つのツールとして整理することとし
ている。

①詳細版：各機関の防災担当者が詳細な対応を確認
できるツール

②総括版：各防災機関の班 等が俯瞰的に作業の漏れがないかを
確認できるツール（水位上昇が早い天神川でも、短時間で
最低限実施すべき内容がチェックできる）

③概要版：構成員全体の動きを把握するためのツール

A２サイズ

A3サイズ

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑩ ⑦ ⑧ ⑨ ⑪～⑭

・台風情報 TLの立ち上げ

・気象情報
市町幹部会議の開催 機関内防災体制の確認 台風シナリオの作成

台風情報、気象情報、道路交通情

報の放送
住民への注意喚起 自主避難所の開設準備

自治体と教育機関の相互連絡（学

校・児童クラ ブ休校の検討）
河川施設の点検・巡視 道路施設の点検・巡視 点検・巡視

協力業者への事前依頼 台風情報・注意報・警報の発信 現地取材情報の放送 災害対策車両・資機材等の確認 電話交換所事前浸水対策

雨量・水位情報の発信 危険性の呼びかけ 消防団長への注意喚起

市町イベント中止判断 事前浸水対策

TLのレベル移行

市町幹部会議の開催 機関内防災体制の確認 台風シナリオの確認
台風情報、気象情報、道路交通情

報の放送
住民への注意喚起 自主避難所の開設準備

自治体と教育機関の相互連絡（休

園・休校の判断）
河川施設の点検・巡視 道路施設の点検・巡視 点検・巡視

リエゾン派遣の準備 台風情報・注意報・警報の発信 現地取材情報の放送 避難所開設の準備（搬入） 要配慮者の送迎 災害対策車両・資機材等の確認 「計画運休」の予告

協力業者への事前依頼・防災ｴｷｽ

ﾊﾟｰﾄ等の確認
雨量・水位情報の発信 危険性の呼びかけ 消防団長への注意喚起

台風説明会の開催 市町イベント中止判断 事前浸水対策

TLのレベル移行

災害対策本部の設置

（警戒本部、災害対策連絡室等 ）
機関内防災体制の確認 台風シナリオの確認

台風情報、気象情報、道路交通情

報の放送
住民への注意喚起 臨時休校の周知 河川施設の点検・巡視 道路施設の点検・巡視 電力施設浸水対策

リエゾン派遣の準備・派遣 台風情報・注意報・警報の発信 現地取材情報の放送
河川施設の対応（排水樋門・水こう

門・ダム・貯水池・ため池等 ）
道路通行止めの準備 停電箇所の把握、復旧対応

協力業者への事前依頼 雨量・水位情報の発信・収集 危険性の呼びかけ 災害対策車両の準備 鉄道の運行停止検討

被害情報・道路情報等の収集 避難情報の報道 鉄道の「計画運休」実施の決定

台風説明会の開催 バスの運行停止検討

被害想定

ホットライン

TLのレベル移行

災害対策本部の設置・公表 機関内防災体制の確認 台風シナリオの確認
一般住民、被災者に対する情報提

供
住民への注意喚起 自主避難者への避難所の斡旋 臨時休校の周知 救援・救助活動の実施 水防本部の設置 道路施設の点検・巡視 電力施設の点検・巡視

リエゾン派遣 従業員の安全確保 台風情報・注意報・警報の発信
台風情報、気象情報、道路交通情

報の放送
避難支援・誘導の実施

水防警報（待機・準備・出動）の通

知・指示
浸水箇所の把握・通行止め 電力施設浸水対策

協力業者への事前依頼 雨量・水位情報の発信・収集 現地取材情報の放送 危険箇所の監視・警戒・報告 強風・降雨による速度規制の実施 停電箇所の把握、復旧対応

被害情報・道路情報・漏水・侵食情

報・避難情報等の収集
危険性の呼びかけ

災害対策車両の準備・待機（中部総

合は東部又は西部へ要請）
鉄道・バスの運転調整の実施 通信の停止対応

ライフライン供給情報の収集 避難情報の報道 バスの迂回ルートでの運行

被害想定
バスの運行停止の検討（1都市間高

速バス、市内路線バス）

ホットライン 鉄道・バスの乗客の状況確認

洪水予報

TLのレベル移行

災害対策本部の設置

（警戒本部、災害対策連絡室等 ）
機関内防災体制の確認 台風シナリオの確認

一般住民、被災者に対する情報提

供

避難準備・高齢者等避難開始の発

令・伝達

指定避難所・避難場所・福祉避難

所等の開設・運営

児童・生徒、要配慮者利用施設の

集団避難
救援・救助活動の実施 水防警報（指示）の通知 道路施設の点検・巡視 停電箇所の把握、復旧対応

リエゾン派遣 従業員の安全確保 台風情報・注意報・警報の発信
台風情報、気象情報、道路交通情

報の放送
避難者の誘導 所要物資の確保 

こども園等、社会福祉施設・病院、

旅館等における避難対策
危険箇所の監視・警戒・報告

強風・降雨量による国道（青谷・羽

合道路）の通行止め
通信の停止対応

協力業者への事前依頼 雨量・水位情報の発信・収集 現地取材情報の放送 要配慮者等への情報提供 水位の通知
強風による県管理主要道路（179

号、313号）の通行止め

被害情報・道路情報・漏水・侵食情

報・避難情報等の収集
危険性の呼びかけ

災害対策車両（排水ポンプ車）の待

機・出動

交通規制(道路冠水場所等、管理

者に引き継ぐまで)

ライフライン供給情報の収集 避難情報の報道 水防活動の状況確認 交通整理の実施

被害想定 被災者相談窓口の設置
鉄道の運転調整の実施・運行停止

検討

ホットライン L字画面による情報提供
バスの運行停止の検討・運行停止
（1都市間高速バス、市内路線バス）

洪水予報 鉄道・バスの乗客の状況確認

TLのレベル移行

災害対策本部の設置・公表 機関内防災体制の確認 台風シナリオの確認
一般住民、被災者に対する情報提

供
避難勧告の発令・伝達 避難所運営 要配慮者施設担当者への連絡 救援・救助活動出動の実施 水防警報（指示）の通知 道路施設の点検・巡視 停電箇所の把握、復旧対応

リエゾン派遣 従業員の安全確保 台風情報・注意報・警報の発信
台風情報、気象情報、道路交通情

報の放送
避難指示（緊急）の発令・伝達 危険箇所の監視・警戒・報告

強風・降雨量による国道（青谷・羽

合道路）の通行止め
変電所の浸水状況確認

協力業者への事前依頼
土砂災害警戒情報・記録的短時間

大雨情報の伝達
現地取材情報の放送 被災者救援活動の協議 水位の通知

強風による県管理主要道路（179

号、313号）の通行止め

浸水が想定される変電所の配電線

転負荷の実施

応援要請 雨量・水位情報の発信・収集 危険性の呼びかけ
災害対策車両（排水ポンプ車）の待

機・出動

交通規制(道路冠水場所等、管理

者に引き継ぐまで)
通信の停止対応

被害情報・道路情報・漏水・侵食情

報・避難情報等の収集
避難情報の報道 水防活動の状況確認 交通整理の実施

ライフライン供給情報の収集 被災者相談窓口の設置
鉄道の運転調整の実施・運行停止

検討

被害想定 L字画面による情報提供
バスの運行停止の検討・運行停止
（1都市間高速バス、市内路線バス）

ホットライン 記者発表（出水・被害状況）の実施 鉄道・バスの乗客の状況確認

洪水予報

TLのレベル移行

住民避難完了
自治体と要配慮者施設の相互連絡

（状況）
救援・救助活動出動の実施 交通規制（迂回）

関係機関との連絡（応援要請）
自治体と教育機関の相互連絡（安

否確認）
自衛隊応援

浸水による通行止め

運行停止（浸水）対応

緊急対応の実施

排水ポンプ車出動

復旧対応の開始 復旧対応の開始 復旧対応の開始

TL

レベル

5

・本川からの越水

・堤防の決壊

・台風情報

・気象情報

・大雨特別警報

・洪水予報（氾濫発生

情報)

TL

レベル

2

・水防団待機水位の超

過

・氾濫注意水位超過

・内水氾濫発生のおそれ

・強風(風速12m/s程度)

・台風情報

・気象情報

・大雨・洪水注意報

・強風注意報

・洪水予報（氾濫注意

情報）

TL

レベル

3

・避難判断水位超過

・中小河川の氾濫による

浸水発生のおそれ

・暴風域内(風速20m/s

以上)

・台風情報

・気象情報

・大雨(浸水害・土砂

災害)警報

・洪水警報

・暴風警報

・洪水予報（氾濫警戒

情報）

TL

レベル

4

・氾濫危険水位超過

・中小河川の氾濫による

浸水発生

・台風情報

・気象情報

・記録的短時間大雨

情報

・土砂災害警戒情報

・洪水予報（氾濫危険

情報）

災害広報・広聴

主な

発表情報

TL

レベル

0-1

・3日後に台風が天神川

流域に影響するおそれ

タイムライン

運用

TL

レベル

主な

イベント発生 組織体制 配備及び動員 情報収集伝達

TL

レベル

0-2

・2日後に台風が天神川

流域に影響するおそれ

・台風情報

・気象情報

TL

レベル

1

・降雨の開始

・内水氾濫発生の見込

み

・台風情報

・気象情報

ライフライン対策
(電力・水道・下水・電信電話 )

避難支援 要配慮者支援
消防等活動

（救助）
水防活動 交通確保対策

避難所開設

・運営A3サイズ

総括版は折りたた
み、持ち運びが可
能な形式

天神川水害タイムライン詳細版 天神川水害タイムライン総括版
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